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　「大学は教育機関です
か？研究機関ですか？」－人
事部門の研修担当者が私
たち事務職員内定者に、

ちょっと意地悪な質問を投げかけました。時は1980年代
後半、当時といえば、近い将来訪れる18歳人口の激減と
いう問題に、各大学が危機感を高めていた頃。本学の将
来を担うべき私たちの自覚を促そうとするこの問いかけに
対し、まだ学生の立場にあった私の返答は「学生のため
に教育の充実を優先すべき（教育機関）」でありました。

・・・あの教育への熱い思いに反して、入職以来、教務部
門の仕事とご縁のなかった私が、4月からCTLの一員と
して仕事に携わることになりました。20数年間、教育現場
から離れていた私にとって、SAやTAが教職員と協働し
て授業や学生を支援する姿も、教職員と学生が共に学
ぶ光景も全てが新鮮に映ります。これら含め、当時自分
の中で「教育の充実」という抽象的な言葉でしか表せな
かった「何か」が形となり、教育から学習へとシフトした具
体的なプログラムが展開されていることに驚きと感動の
毎日です。

　CTL着任と教育プロジェクトへの参画は、改めて私に
大学教育のあり方を考える機会を与えてくれました。時
代は変わり、大学を取り巻く環境は大きく変化しました
が、今も「学び」への興味は、受験生が大学選択におい
て最も重視する要件であり、在学生が関西大学での

「学び」に大きな期待を寄せていることに変わりはありま
せん。CTLで推進する取組みが全学に浸透し、より多く
の授業でその考えや手法が活用されることを目標に、そ
して、「なにより学生のため」という入職前の純粋な気持
ちを忘れず業務に取り組む所存です。　　　　　（一）
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　人間は、機械と異なり、物理的・社会的環
境世界と接しているうちに「知識」を獲得
し、やがてその「知識」そのものが知的環境
世界として厳然とあとからの人間の前に立
ち現れることになる。始めに世界があり、や
がて世界ができ、ついには学ぶ対象としての
世界となる。
　1人の人間の知的発達過程を眺めてみよ
う。赤ちゃんとしてこの世に生まれた段階で
は、まさに物理的（ベビーベッドの周りのも
の）・社会的（母親を始めとした人に関するも
の）環境に接し、そこから得られる情報（多く
は感覚・運動的情報）が知識の源となる。そ
の知識は快・不快に代表されるような感情や
情動中心の知識である。こうした物理的・社
会的環境は成人しても老年になってもいつま
でも継続する。したがって、そこから形成され
る知識は、どの年齢層においても本人にとっ
てはきわめて根拠のある、生 し々さを抱えた
知識である。海外留学で現地にとっぷりつか
る経験がこれにあたる（レベル０の世界）。
やがて人間は、モノ・ヒト全体との直接的な

関わりから徐々に離脱し、さまざまな代用経
験から知識を獲得していくこともできるように
なる。現実そのものではないがきわめてそれ
に近い物理的・社会的環境がつくられた時に
はそこでも知識・スキルの獲得ができる。イ
マージョン、シミュレーションの環境の中での
経験がこれにあたる（レベル１の世界）。ここ
ではまだ、モノ・ヒトの世界との直接経験から
得られる、モノ・ヒトに対する感情的なレベル
の知識である。これらを胸の理性（レーゾ
ン・根拠）としよう。
　一方で人間は固有の「表象」活動を行うも
のである。モノ・ヒトそのものではなく、それ
へのイメージや概念といった、モノ・ヒトから
一歩離れた世界を持つこともできる。それら
に、自分なりの勝手なラベルを貼って思考を
する世界に入る。自分なりの勝手なラベルな
ので、他の人とのコミュニケーションは難しい
が、自分が生きている世界のことがらに対し
て、旺盛な好奇心を持ち爆発的に知識を増
やそうと自主的に努力し、事実増えていく（レ
ベル２の世界）。

　この、つけたラベルが公共につかえるよう
になったのがシンボルとしての言語・数値・
記号である。逆に言語や数値・記号の使い
方の文法（シンタックス）を学べば、他者と共
有できる、効率的な知識が獲得できる。い
わゆるシンボル操作が自由にできる世界で
ある（レベル３の世界）。ただし、「リンゴ3
個とみかん4個あわせていくら？」という問い
に平気で「７円！」と答えたり、「みつからな
い」のと「なかった」のは同じという論理を
振りかざしたりするという危うさを持つ世界
でもある。
　この、レベル3の世界（頭の理性の世界）
は、その獲得を目指すのが教育の目的の１つ
でもあるが、記号操作の力に長けた人間の形
成だけが大学教育での大きな目的だとも考え
られない。非効率だが、レベル２の世界にひ
たる環境を確保しつつレベル３の世界に誘っ
ていくことのほうがより重要なことではない
か、と、ラーニングコモンズでの学生の熱心
な活動を微笑みながら観察している。〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35　 TEL: 06-6368-1513　FAX: 06-6368-1514 
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胸の理性・頭の理性
田中 俊也教育開発支援センター長

Learning Caféを開催しています

　今年度もLearning Caféが始まりました。
Learning Caféは、主にアカデミックスキルの
基礎を身につけるミニワークショップとして、コ
ラボレーションコモンズにて開催されています。
第１回は「文章を読むコツ―速読と要約」と題
して、文章の全体像を素早く把握する方法を取
り上げました。こと読書に関しては一言一句て
いねいに読まなければならないと思う学生も多
いなか、それは読み方のひとつであり、目的に
応じて精読や速読を自分で使い分けることが重

要だということを強調しました。6名の参加者は
真剣にワークに取り組んでいましたが、「アット
ホームな雰囲気でとても役立つことを教えても
らえた」との声もありました。
　春学期は7月まで開催します。プレゼンやグ
ループワークのコツから交渉学まで、多様な
テーマで開催しますので、ぜひ学生さんにお勧
めください。

　（教育開発支援センター　佐々木知彦）
Learning Caféの様子（5月10日）

日時：2017年5月10日（水）14:50-15:50
場所：凜風館コラボレーションコモンズ　参加者：6名第1回 Learning Café （担当：佐々木知彦　教育開発支援センター研究員）

　第2回Learning Caféでは、「『ノートの取り
方』悩んでませんか？～明日の講義から使える！
大学のノートの取り方～」と題し、高校の授業
と大学の講義の違いについて確認した上で、
具体例を提示しながらノートの書き方について
のミニレクチャーと模擬講義による体験ワーク
を実施しました。
　新入生を中心に、「ノートを見返すと重要な
箇所が分からない」「先生の話すスピードが早
すぎて、ついていけない」「ミニッツペーパーに

何を書いたらいいか分からない」など、今まさ
に悩みを抱えた方が参加されました。
　参加者からは、「単にメモするだけでなく、
活用する前提でとることが大事だと分かった」

「今まであった疑問が解決できました。」や、「こ
れから、今回学んだことを活かして講義中実践
してみようと思いました」など、前向きなコメン
トが寄せられました。

　（教育推進部　千葉美保子）
Learning Caféの様子（5月17日）

日時：2017年5月17日（水）14:50-15:50
場所：凜風館コラボレーションコモンズ　参加者：8名第2回 Learning Café （担当：千葉美保子　教育推進部特別任命助教）

ライティングラボが開室されました
　ライティングラボ（以下ラボ）では、レポー
ト・論文・レジュメなどアカデミック・ライティ
ングに関する個別相談対応を行っています。
学生が授業外で課題等に取り組む時に、ライ
ティング・チューター（大学院生博士後期課
程・PD）からアドバイスをもらうことができ
ます。相談対応は千里山キャンパス総合図書
館ラーニング・コモンズ、ライティング・エリ
アで実施しています（2017年5月末時点）。
レポート作成などで悩んでいる学生がいまし
たら、ぜひラボをご紹介ください。詳細は下
記ウェブサイトをご覧ください。
　また、ラボでは授業外でレポートの書き方
が学べるミニセミナー「レポートの書き方ワ
ンポイント講座」を開催しています。今後の
開催日時やテーマはウェブサイトやポスターに

てお知らせいたします。なお、
内容をカスタマイズした出前
授業も承っています。ご担
当されている授業内で、レ
ポートの書き方などに関する
レクチャーをご希望の先生
はラボまでご相談ください。
　その他、ラボの利用案内パンフレットとレ
ポートの書き方に関する自習用教材冊子「レ
ポートの書き方ガイド」を、第2学舎1号館
教育開発支援センターおよび上記ライティン
グ・エリアで配布しています。学生への配布
などでまとまった数をご希望の際はラボまで
ご連絡ください。
（ライティングラボ　アカデミック・アドヴァイザー／
教育開発支援センター研究員　多田泰紘）

個別相談
対応の様子

ライティング・
エリア

問い合わせ先（出前授業の依頼・資料や冊子の請求）
関西大学ライティングラボ（教育開発支援センター内）
URL: http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/labo/index.html
Mail: wlabo@ml.kandai.jp　担当: 多田（内線3801）


